
 

 

平 成 2 6 年 ３ 月 19 日 

 

 

各 教 育 事 務 所 長 

西部教育事務所芸北支所長 

 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知） 

 

 

平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

広島県教育委員会として，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機関等

と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進いたしますので，貴所におか

れましても，県の基本方針を充分に踏まえ，所管の市町教育委員会や各学校の指導を充実

させてください。 

また，このことについて，各市町教育委員会教育長に別紙写しのとおり通知しました。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載しています。  

様 

様 

電話 (082)513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担当 生徒指導係 

（担当者  立田） 



平成 2 6 年３月 1 9 日 

 

各市町教育委員会教育長様 

  

広島県教育委員会教育長 

（ 豊 か な 心 育 成 課 ） 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）  
平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

広島県教育委員会においては，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機

関等と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進して参ります。 

ついては，市町教育委員会におかれましても，国や県の基本方針を参酌し，市町の実情

に応じた基本方針の策定や見直し，法の規定を踏まえた組織の設置，重大事態への対処等，

必要な措置を講じるよう，取組を進めてください。 

また，所管の学校に対して，「学校いじめ防止基本方針」を策定し，「いじめ防止委員会」

を中心とした組織的な取組を進めるよう指導するとともに，県の基本方針を周知し，改め

て，平成 24 年７月 27 日の県教育委員会委員長からの「いじめに関する緊急メッセージ」

及び平成 24 年８月 28 日の「教育長からのいじめに関する緊急メッセージ」の趣旨を踏ま

え，いじめは，どの子供にも，どの学校でも起こり得るものであることを十分に再認識し

た上で，いじめの未然防止及び早期発見・早期対応等の取組の一層の徹底を図るよう指導

してください。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載しています。 

 （添付資料） 別添１ 広島県いじめ防止基本方針（平成 26 年３月 19 日策定） 参考１ 県教育委員会委員長からの「いじめに関する緊急メッセージ」（平成 24 年７月 27 日） 参考２ 教育長からのいじめに関する緊急メッセージ（平成 24 年８月 28日） 参考３ いじめの問題に関する主な指導資料及び通知等 
 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者  立田） 

 



平 成 2 6 年 ３ 月 1 9 日 

 

各 県 立 学 校 長 様 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知） 

 

平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

法 13 条において，学校は，当該学校におけるいじめの防止等の対策に関する基本方針と

して「学校いじめ防止基本方針」を定めることが求められております。 

ついては，各学校におかれましても，国又は県の基本方針を参酌し，「学校いじめ防止基

本方針」の策定又は見直しを行い，「いじめ防止委員会」を中心とした組織的な取組を進め

るとともに，改めて，平成 24 年７月 27 日の県教育委員会委員長からの「いじめに関する

緊急メッセージ」及び平成 24 年８月 28 日の「教育長からのいじめに関する緊急メッセー

ジ」の趣旨を踏まえ，いじめは，どの子供にも，どの学校でも起こり得るものであること

を十分に再認識した上で，いじめの未然防止及び早期発見・早期対応等の取組の一層の徹

底を図ってください。 

広島県教育委員会においては，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機

関等と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進して参ります。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載しています。 

 （添付資料） 別添１ 広島県いじめ防止基本方針（平成 26 年３月 19 日策定） 参考１ 県教育委員会委員長からの「いじめに関する緊急メッセージ」（平成 24 年７月 27 日） 参考２ 教育長からのいじめに関する緊急メッセージ（平成 24 年８月 28日） 参考３ いじめの問題に関する主な指導資料及び通知等  
電話 (082)513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担当 生徒指導係 

（担当者  坂本） 



平成 26 年３月 19 日   教 育 セ ン タ ー 所 長   豊 か な 心 育 成 課 長    広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）   平成 25年９月 28日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下「法」という。）は，第 12条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるものとしており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」（以下「県の基本方針」という。）を策定しました。 県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示しています。 広島県教育委員会として，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機関等と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進いたしますので，貴所におかれましても，県の基本方針を充分に踏まえた取組の推進をお願いいたします。 また， このことについて，各市町教育委員会教育長及び各県立学校長に別紙写しのとおり通知しました。 なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひろしま」にも掲載しています。                                                                

様 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 担 当 電 話 生徒指導係 （担当者 立田） 



平成 26 年３月 19 日   各 課 ・ 室 長   豊 か な 心 育 成 課 長    広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）   このことについて，別紙のとおり策定し公表しましたので，お知らせします。 なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひろしま」にも掲載しています。                                                                           

様 

5043 担 当 内 線 生徒指導係 （担当者 立田） 



 

 

平成 2 6 年３月 1 9 日 

 

 

広島県ＰＴＡ連合会長 様 

 

 

広島県教育委員会教育長 

（豊かな心育成課長） 

 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）   
平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下，「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下，「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

広島県教育委員会として，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機関等

と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進いたしますので，広島県ＰＴ

Ａ連合会におかれましても，引き続き，教育委員会や各学校の取組への御理解・御協力を

お願いします。 

また，このことについて，各市町教育委員会教育長及び各県立学校長に別紙写しのとお

り通知しました。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載していますので，お知りおきください。 

  
 

 

 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者  立田） 

 



 

 

平成 2 6 年３月 1 9 日 

 

 

広島県高等学校ＰＴＡ連合会長 様 

 

 

広島県教育委員会教育長 

（豊かな心育成課長） 

 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）   
平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下，「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下，「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

広島県教育委員会として，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機関等

と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進いたしますので，広島県高等

学校ＰＴＡ連合会におかれましても，引き続き，県教育委員会や各学校の取組への御理解・

御協力をお願いします。 

また，このことについて，各県立学校長に別紙写しのとおり通知しました。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載していますので，お知りおきください。 

  
 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者  立田） 

 



 

 

平成 2 6 年３月 1 9 日 

 

 

 広島市ＰＴＡ協議会長 様 

 

 

広島県教育委員会教育長 

（豊かな心育成課長） 

 

 

広島県いじめ防止基本方針の策定について（通知）  
平成 25 年９月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」（以下，「法」という。）は，

第 12 条において，地方公共団体はいじめの防止等の基本的な方針を定めるよう努めるもの

としており，このことを踏まえ，広島県では別添のとおり「広島県いじめ防止基本方針」

（以下，「県の基本方針」という。）を策定しました。 

県の基本方針では，広島県におけるいじめ防止対策の基本的な考え方や，県における具

体的な取組，学校における取組，いじめによる自殺等の重大事態への取組などについて示

しています。 

広島県教育委員会として，今後，県の基本方針に基づき，市町教育委員会や関係機関等

と連携しながら，いじめの防止のための対策を効果的に推進いたしますので，広島市ＰＴ

Ａ協議会におかれましても，引き続き，広島市教育委員会や各学校の取組への御理解・御

協力をお願いします。 

また，このことについて，広島市教育委員会教育長に別紙写しのとおり通知しました。 

なお，この基本方針については，「広島県教育委員会ホームページ ホットライン教育ひ

ろしま」にも掲載していますので，お知りおきください。 

  
 

 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者  立田） 

 



 １  

「いじめ」とは，児童等に対して，当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって，当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 

広島県いじめ防止基本方針 

 

平成26年３月19日策定 

    

    

いじめは，人間として絶対に許されない行為であり，いじめられた児童生徒の教育を受

ける権利を著しく侵害し，その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるの

みならず，その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがある。 

いじめは「どの子供にも，どの学校でも，起こりうるものである」との認識に立ち，い

じめを許さない集団づくりを通して，いじめの問題の未然防止を図るとともに，いじめの

サインを早期に発見し，早期に対応することが大切である。また，全ての児童生徒が安心

して学校生活を送り，自分の夢の実現に向かって様々な活動に自律的に取り組むことがで

きるよう，学校を含め，地域社会全体でいじめの問題に取り組むことが重要である。 

このため，広島県として，いじめの問題の克服に向け，いじめの防止等の基本的な方向

を示す「広島県いじめ防止基本方針」を定め，国・県・市町・学校・家庭・地域住民・そ

の他の関係者の連携の下，いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進する。 

 

 

「いじめ」を，いじめ防止対策推進法第２条に基づき，次のとおり定義する。 

 

 

 

 

いじめには，大人には見えにくく，発見することが難しいという特性があり，大人が見

逃していたり，見過ごしていたりする可能性がある。いじめの対応においては，認知件数

の多寡のみを問題とするのではなく，アンケート調査や教育相談，日常的な実態把握によ

り，早期に発見（認知）し，早期に対応するなど，学校全体で組織的に取り組むことが重

要である。 

 

 

いじめはどの子供にも，どの学校でも，起こりうるものであり，次に示す視点を中心と

して，取組を推進する。 

(1) いじめの未然防止 

児童生徒一人一人の状況を的確に把握し，全ての教育活動において望ましい集団づく

りを進めるとともに，全ての児童生徒が積極的に教育活動に参加して活躍することがで

きるよう，「知・徳・体」の基礎・基本の充実を図る。 

(2) 児童生徒の主体的な活動の支援 

児童生徒が自律して，自分たちでいじめのない学校をめざして取り組んでいくことが

重要であることから，児童会・生徒会組織の中に，いじめの防止等のための委員会を設

置し，いじめ撲滅キャンペーンといった活動を行う等，児童生徒の主体的な活動を支援

する。 

３３３３    広島県広島県広島県広島県におけるにおけるにおけるにおけるいじめ防止対策の基本的な考え方いじめ防止対策の基本的な考え方いじめ防止対策の基本的な考え方いじめ防止対策の基本的な考え方    

２２２２    いじめの定義いじめの定義いじめの定義いじめの定義等等等等    

１１１１    策定の趣旨策定の趣旨策定の趣旨策定の趣旨    



 ２  

(3) いじめの早期発見・早期対応 

いじめられている児童生徒を守るために，定期的，計画的なアンケート調査や教育相

談を進めるとともに，日常的な実態の把握により，児童生徒が発するどんな小さなサイ

ンも見逃さず，早い段階で適切に対応するなど，いじめの早期発見・早期対応に取り組

む。 

(4) いじめへの組織的な対応 

特定の教職員が問題を抱え込むことなく，学校全体で情報を共有する。また，いじめ

防止対策推進法第22条により設置する「いじめ防止委員会」を中心に，全教職員がいじ

められた児童生徒を守りきるという立場に立ち，組織的に対応する。 

(5) 学校，家庭及び地域の連携 

学校関係者，ＰＴＡ及び地域の自治会等が連携・協働し，地域社会全体で児童生徒を

見守り育てる。 

 

 

広島県は，「広島県いじめ防止基本方針」に基づいて，いじめの防止等のための対策を推

進する。 

(1) いじめの防止等に係る組織 

関係機関や市町教育委員会等との連携や法の定める「重大事態」の調査を行うための

組織は，次のとおりとする。 

ア 広島県相談機関ネットワーク 

県内の相談機関相互の連携及び関係機関との連携を密に行い，相談・指導方法に関

する調査研究や研究協議会等を開催することにより，相談機関の指導内容・方法の充

実を図り，もっていじめや不登校等の問題の解決に向けた取組を行う。 

イ 広島県いじめ問題調査委員会 

「広島県いじめ問題調査委員会」は，第三者の専門家（心理や福祉の専門家，学識

経験者，元警察官及び弁護士等）で構成する。この委員会は，県立学校及び私立学校

等における重大事態のうち，設置者又は学校が行った調査の結果に対して，広島県知

事又は広島県教育委員会が，調査が必要と判断したものについて，公平性・中立性を

確保した調査を行う。 

  「重大事態」の定義（いじめ防止対策推進法第 28条第１項による） 

 

 

 

 

(2) いじめの防止等に関する取組 

ア 児童生徒の豊かな情操と道徳心を培い，心の通う人間関係を構築する能力の素地

を養うことが，いじめの防止等に資することを踏まえ，全ての教育活動を通じた道徳

教育及び体験活動等の充実を進める。 

イ いじめの防止等のための対策が適切に行われるよう，市町教育委員会，関係機関，

学校，家庭及び地域社会の連携の強化など，必要な体制を整備する。 

４４４４    広島県における広島県における広島県における広島県におけるいじめいじめいじめいじめのののの防止防止防止防止等に等に等に等に関する取組関する取組関する取組関する取組    

「重大事態」とは，次に掲げる場合を指す。 一 いじめにより当該学校に在籍する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき。 二 いじめにより当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認めるとき。 
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ウ いじめの防止等のための対策が，専門的知識に基づき適切に行われるよう，教職

員研修の充実等，必要な取組を行う。 

エ いじめの問題等について，児童生徒が一人で悩むことがないよう，「いじめダイヤ

ル 24」等，児童生徒が気軽に相談できる体制を整備し，周知する。 

オ 保護者が，法に規定された責務等を踏まえて，子供の規範意識を養うための指導

等を適切に行うことができるよう，保護者を対象とした啓発活動など，家庭への支援

を行う。 

カ インターネット等を通じて行われるいじめに対処する体制を整備し，保護者や関

係機関と連携した運動を展開する。 

キ いじめの防止や早期発見・早期対応のための方策等に関する研究及びその成果の

普及を行う。 

ク 学校におけるいじめの防止等の取組の点検・充実を進める。 

ケ いじめの防止等のための取組が，総合的かつ効果的に推進されるよう，県立学校

及び市町教育委員会に対し必要な指導・支援を行うとともに，学校法人及び私立学校

に対し助言する。 

    

 

学校は，いじめの防止のため，「学校いじめ防止基本方針」を策定し，校長のリーダーシ

ップの下，生徒指導体制を確立する。また，この「学校いじめ防止基本方針」に基づき，

「いじめ防止委員会」を中心として，学校の実情に応じ，次のような取組を体系的・計画

的に進める。 

(1)「学校いじめ防止基本方針」の策定 

ア 自校の児童生徒の実態や地域の実情を踏まえて策定する。 

イ 保護者や地域住民などの意見を取り入れるなど，地域を巻き込んだ方針とする。 

ウ いじめの防止等に係る年間活動計画を明確に示し，実効性のあるものとする。 

エ 学校のホームページなどで公開する。 

オ 策定した基本方針が機能しているかどうかの検証及び見直しを行う。 

(2) いじめの防止等に係る組織 

ア いじめの防止及びいじめの早期発見・早期対応を組織的に行うための常設の組織

（「いじめ防止委員会」）を設置する。 

イ 「いじめ防止委員会」を，校務運営組織に位置づける。    

(3) いじめの防止等に係る児童生徒への指導 

ア どのような行為がいじめに当たるのか，いじめられた児童生徒にどのような影響

を与えるのか，いじめはどのような構造なのかなど，いじめについて正しく理解さ

せる。 

イ 社会体験や生活体験の機会を設け，児童生徒の人間性や社会性を育み，豊かな情操

を培う。 

ウ ソーシャルスキル・トレーニングやピア・サポート等を通じて，円滑に他者とコ

ミュニケーションを図る能力を育成する。 

エ 自分自身がいじめられていることや友人等がいじめられている事実を教職員や家

５５５５    学校学校学校学校におけるにおけるにおけるにおけるいじめの防止等に関するいじめの防止等に関するいじめの防止等に関するいじめの防止等に関する取組取組取組取組    
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族，相談機関等に伝えることは，適切な行動であることを理解させる。 

(4) 児童生徒の主体的な活動の支援 

児童会・生徒会組織の中に，いじめの防止等のための委員会を設置し，児童生徒が主

体的に活動できるよう支援する。 

(5) 生徒指導体制及び教育相談体制の構築 

ア いじめの防止及びいじめ発生時の対応等に係る校内研修を実施する。 

イ いじめの防止及びいじめ発生時の対応等に係る保護者・関係機関等との連携を進

める。 

ウ いじめの防止及びいじめの早期発見に係る定期的，計画的なアンケート調査及び

個別面談を実施する。 

エ いじめの防止等に係る保護者への啓発及び広報を行う。 

オ いじめの防止等に係る相談窓口の設置及び広報を行う。 

カ いじめ発生時の対応プログラムを作成する。 

キ 必要に応じて，心理や福祉の専門家，医師，弁護士等の外部専門家を招聘する。 

(6) 警察への相談・通報 

いじめの中には，犯罪行為として取り扱われるべきと認められ，早期に警察に相談す

ることが必要なものや児童生徒の生命，心身又は財産に重大な被害が生じるような，直

ちに警察に通報することが必要なものが含まれる。これらについては，早期に警察に相

談・通報の上，警察と連携して対応する。 

(7) 重大事態発生時の対応 

調査組織（プロジェクトチーム等）を編成するとともに，対応フロー図を作成する。 

 

 

重大事態が発生した場合，学校は，速やかに学校の設置者に報告するとともに，プロジ

ェクトチーム等を編成し，調査等の適切な取組を行う。 

(1) 県立学校の場合 

ア 重大事態が発生した場合，学校は県教育委員会に報告し，県教育委員会は県知事

に報告する。 

イ 学校は，「いじめ防止委員会」等を中心としたプロジェクトチームを設置し，県教

育委員会の指導の下，アンケート調査及び個別面談などの適切な方法により当該重

大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行い，その結果を県教育委員会に

報告する。 

ウ 県教育委員会は，プロジェクトチームの編成に当たり，必要に応じて，専門的知

識を有する者を学校に派遣する。 

エ 県教育委員会は，さらに調査が必要であると判断した場合は，「広島県いじめ問題

調査委員会」に調査を要請する。 

オ 「広島県いじめ問題調査委員会」は，学校が設置したプロジェクトチームによる

調査の結果について調査を行い，県知事及び県教育委員会に，その調査の結果を報

告する。 

カ 学校及び県教育委員会は，調査の結果を踏まえ，同様の事態の再発防止のための

６６６６    重大事態への重大事態への重大事態への重大事態への取組取組取組取組    
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取組を行う。 

(2) 私立学校の場合 

ア 学校は，重大事態が発生した場合，県知事に報告する。 

イ 学校法人又は学校は，調査組織を設置し，アンケート調査及び個別面談などの適

切な方法により当該重大事態に係る事実関係を明確にするための調査を行い，県知

事に，調査の結果を報告する。 

ウ 学校法人又は学校による調査結果について，さらに調査が必要であると県知事が

判断した場合は，県知事は「広島県いじめ問題調査委員会」に，調査を要請する。 

エ 「広島県いじめ問題調査委員会」は，学校法人又は学校による調査の結果につい

て調査を行い，県知事に，その調査の結果を報告する。 

オ 県知事は，「広島県いじめ問題調査委員会」の調査の結果を踏まえ，私立学校法の

規定等に定める権限に基づき，必要な措置を講ずる。  

(3) 市町立学校の場合 

ア 重大事態が発生した場合，市町立学校は市町教育委員会に報告し，市町教育委員

会は市町の長に報告する。 

イ 市町教育委員会の判断により，調査組織を市町立学校又は市町教育委員会内に置

き，調査する。 

ウ 市町立学校に調査組織を置く場合は，市町教育委員会の指導助言のもとに調査を

行い，その結果を市町教育委員会に報告する。市町教育委員会は，調査結果を市町

の長に報告する。 

エ 市町教育委員会に調査組織を置く場合は，市町立学校とともに調査を行い，市町

の長に報告する。 

オ 県教育委員会は，市町教育委員会又は市町立学校に置く調査組織に対し，必要に

応じて，専門的知識を有する者を派遣する。 

カ 市町の長が必要と判断した場合は，市町の長の附属機関が再調査を行う。 

キ 市町の長から，県教育委員会に対して，「広島県いじめ問題調査委員会」による再

調査の要請があった場合，県教育委員会は，「広島県いじめ問題調査委員会」に調査

を要請する。 

 

 

広島県いじめ防止基本方針は，広島県ホームページ及び広島県教育委員会ホームページ

で公表するとともに，より実効性の高い取組とするため，必要に応じて検証及び見直しを

行う。 

７７７７    「「「「広島広島広島広島県いじめ防止基本方針県いじめ防止基本方針県いじめ防止基本方針県いじめ防止基本方針」」」」の公表及び改訂の公表及び改訂の公表及び改訂の公表及び改訂    



いじめに関する緊急メッセージ（教職員の皆様へ） 

 

 

平素から児童生徒の教育に精力的に御尽力いただいている御苦労に敬意を

表しますとともに，衷心より厚く御礼申し上げます。 

さて，学校は生命あるものすべてに対する感謝の心や思いやりの心をはぐ

くみ，より深く自己を見つめながら，お互いに尊重し合い，人間としての在

り方生き方の自覚を深めていく場であり，教職員と児童生徒が絆を強め，人

生の師，人生の友を見つける場でもあるとの理念のもとに教育を進めて参り

ました。 

しかるに，誠に遺憾ながら，学校におけるいじめを背景に将来を嘱望され

る児童生徒が自ら命を絶つという痛ましい事案が発生しており，この事態を

深刻に受け止めているところであります。 

 

いじめは人間として絶対に許されない行為であり，人間性を無視した卑劣

極まりない行為です。 

県教育委員会としても，いじめは，どの子どもにも，どの学校でも起こり

得るものであることを十分に認識した上で，未然防止，早期発見・早期対応

に努めて参りました。 

そこで，今回の事案を受けて，改めて次のことを徹底していただくよう要

請いたします。 

 

１ 教職員一人一人がいじめられている児童生徒を守りきる（「先生たちは，

あなたたちを絶対に守りきります。」）ということを言葉と態度で示し

てください。 

２ いじめられている児童生徒を学校全体で守るためにも，児童生徒が発す

るどんな小さなサインも見逃さないでください。 

３ 児童生徒一人一人の状況を的確に把握し，全ての教育活動において望ま

しい集団づくりを進めてください。 

４ 自分だけで問題を抱え込むのではなく，学校全体で情報を共有してくだ

さい。また，学校だけで取り組むのではなく，児童生徒一人一人の豊か

な成長への願いを共有しながら，家庭や関係機関等と一体となった取組

を進めてください。 

 

本県が掲げている「広島で学んで良かったと思える日本一の教育県の創

造」を目指し，共に精励しましょう。 

 

 

平成24年７月27日 

 

 

広島県教育委員会委員長 平田 克明 

参考１ 



教育長からのいじめに関する緊急メッセージ 

 

 

みんなの「願い」は，みんなが学校で「かけがえのない存在」として大切にされ，

安心で安全な環境の中，自分の生き方を考えたり，将来の夢をふくらませたりする

ことができることです。 

 

 

そうしたみんなの「願い」をかなえるためには，「いじめ」を絶対に許してはいけま

せん。 

「いじめ」は人間として絶対に許されない，とても深刻で重大な問題です。 

 

 

いじめられている人へ。 

つらい思いを一人で抱え込まないでください。 

どんなことがあっても，自らの命を絶ってはいけません。 

あなたは，決して一人ではありません。 

安心して先生やまわりの大人に相談してください。 

 

 

いじめている人へ。 

いじめをすぐに止めてください。 

あなたの言葉や態度が，相手の心を傷つけ苦しめていることに気付いてください。 

あなたの命がかけがえのない命であるように，相手の命もかけがえのない命なのです。 

 

 

「いじめ」を見てはやし立てて喜ぶ人へ。 

「いじめ」の行為を直接的に行っていなくても，はやし立てれば「いじめ」ているこ

とと同じです。 

 

 

「いじめ」を見て見ぬふりをしている人へ。 

どんなに心の中で，いけないことだと思っていても，何もしなければ「いじめ」を

許していることと同じです。「いけないことは，いけない。」と言える勇気を持って

ください。それでも，自分で「いじめ」を止められないときは，信頼できる友だち

や先生，まわりの大人に必ず相談してください。 

 

 

みなさんには，「いじめ」を絶対にしない人，許さない人になってほしいと願ってい

ます。 

私たちは，「いじめ」を絶対に許しません。いじめられている児童生徒を徹底して守

り通します。 

 

 

みんなの「願い」を，みんなの力で実現させましょう。 

 

 

平成２４年 8 月２８日 

 

 

広島県教育委員会 

教育長 下﨑 明 

参考２ 



いじめいじめいじめいじめの問題の問題の問題の問題に関するに関するに関するに関する主な主な主な主な指導指導指導指導資料資料資料資料及び及び及び及び通知通知通知通知等等等等      （○：指導資料，□：通知等）  １ 文部科学省によるもの ○「生徒指導提要」  http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/22/04/1294538.htm  □「いじめの問題への取組の徹底について（通知）」〔平成18年10月19日〕 □「問題行動を起こす児童生徒に対する指導について（通知）」〔平成19年２月５日〕 □「平成 21 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査結果について（通知）」〔平成22年９月14日〕 □「学校における携帯電話の取扱い等について（通知）」〔平成21年１月30日〕 □「児童生徒の自殺が起きたときの背景調査の在り方について（通知）」〔平成23年６月１日〕 □「児童生徒の自殺等に関する実態調査について（通知）」〔平成23年６月１日〕 □「早期に警察へ相談・通報すべきいじめ事案について（通知）」〔平成25年５月16日〕 □「いじめ防止対策推進法の公布について（通知）」〔平成25年６月28日〕 □「いじめ防止基本方針の策定について（通知）」〔平成25年11月11日〕  ２ 国立教育政策研究所によるもの ○「生徒指導リーフ」 http://www.nier.go.jp/shido/leaf/  ○「生徒指導支援資料」    http://www.nier.go.jp/shido/shienshiryou/ ○「いじめに関する校内研修ツール」    http://www.nier.go.jp/shido/centerhp/ijimetool/ijimetool.htm  ３ 広島県教育委員会によるもの ○「生徒指導のてびき」（改訂版）〔平成22年３月〕  http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/18seitoshidou-tebiki-shiryou-index.html ○「生徒指導資料」  http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/05junior-other-seito-index.html  ・No.23「対人関係能力の育成について」〔平成14年12月〕 ・No.24「生徒指導上の諸問題を未然に防止する指導プログラム例について」〔平成16年1月〕 ・No.25「高等学校における問題行動への対応について」〔平成16年10月〕 ・No.28「いじめの問題への取組みの徹底のために」〔平成18年12月〕 ・No.35「児童生徒の命を守る指導の在り方について」〔平成25年8月〕 ○広島県教育委員会ホームページ「いじめの問題のホームページ」 http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku/18seitoshidou-ijime-ijime-index.html □ 「いじめの問題への取組みの徹底について（通知）」〔平成18年10月20日〕 □ いじめに関する緊急メッセージ（教職員の皆様へ）（平田教育委員長より）〔平成 24 年７月 27日〕 □ いじめに関する緊急メッセージ（下崎教育長より）〔平成24年８月28日〕 □ 「いじめアンケート調査」の調査用紙（様式）等〔H24年11月26日〕 □ 「『教育相談窓口紹介カード（平成 25 年度版）』の児童生徒への配付について（通知）」〔H25 年６月５日〕  
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